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『用途特徴』 酸化脱色用助剤 

・ カヤデカラー KP-SP は、ポリエステル繊維を分散染料で染色した加工布の
脱色用助剤です。繊維内部に拡散染着した染料を効率よく再放出させます。 

・ 高い白度が得られます。 
・ 機械装置に対する腐食性が制御されています。 
・ 塩素ガスの発生が殆どなく、作業性が優れています。 
・ 生地の脆化がありません。 

『品質規格』 
１． 外観  透明液状 

２．  組成  酸化剤配合品 

３．  イオン性  アニオン性 

４．  ｐＨ  約９．０（１％水溶液） 

５．  比重  １．２４（１５℃） 

 
６．  使用方法 

  浴比 １：３０～５０ 
処理温度、時間 １３５℃，４０分 
 処方例 カヤデカラー KP-HＫ   ６g/L 
          カヤデカラー KP-CY   ５g/L 
     カヤデカラー KP-LV    ２g/L 
          ハイドロサルファイト  5～15 g/L  
     ↓ 
     カヤデカラー KP-SP ５g/L 
     シュウ酸       ３g/L 
     １００℃，３０分       

７．  荷姿  ２０ｋｇ入りアトロン缶 

８． 取り扱い注意 カヤデカラーKP-SP と シュウ酸（酸類）は必ず希釈
してから使用する。（MSDSを参照の事） 
目、皮膚および、衣類に触れない様に、適切な保護具を

着用し、作業する。 
 
 
 
 

Kayadecolor KP-SP 
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 脱色効果（カヤロンポリエステル染料によるPET１００％染色布） 

         
    

脱色効果（カヤクリルED染料によるCDP１００%染色布） 
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製品使用上の注意 

弊社より販売しております製品は，工業用の用途に使用されることを前提に製造され，製品化されております。

すなわち繊維素材の前処理，染色及び仕上加工の用途に限って使用頂いております。 

 

製品用途：繊維用染料または染色加工用薬剤 

なお，ここに記載された技術情報や推奨処方は弊社の最新知識にもとずくものですが，限られた小試験のデー

タであり，あらゆる規模，用途，範囲での再現を保証するものではありません。従って，すべてのケースについ

て予備テストをお奨め致します。記載された内容には弊社の自由にコントロールできない関連特許も含有してい

る場合がありますのでご注意下さい。 

 


